
学校番号 3008 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ２ 第１学年 COMET English CommunicationⅠ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」・「書くこと」・「聞くこと」・「読むこと」という４技能の力をつける

授業です。本文で学んだ内容を踏まえて、自分の意見も述べられるようにアウトプットの練習もしていきます。中学校

での学習内容を丁寧に復習しながら、高校からの新しい学習事項に円滑に進めるよう繰り返し学習をしていきます。 

・授業準備を含めた授業態度、発表する等積極的に授業に参加する姿勢が求められます。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」(２単位) 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

前もって準備した

上で、決まった表

現や形式を用いて

実物を示しなが

ら、その物につい

て簡単な説明をす

ることができる。 

決まった表現や形

式を用いて、日時

や場所について質

問したり、質問に

答えたりすること

ができる。 

コミュ英Ⅰ 

定期考査 

基本的な語句や表現、

文法事項などの知識を

活用して簡単な英文

（１文）を書くことが

できる。 

自分についての基本的

な情報（名前、誕生

日、年齢など）を書く

ことができる。 

コミュ英Ⅰ 

定期考査 

ゆっくりはっきりと

話されれば、「立て」

「座れ」「止まれ」な

どの短い簡単な指示

を理解することがで

きる。 

ゆっくりはっきりと

発話される、基本的

な語句や表現からな

る英文（１文）の内

容を正確に聞き取る

ことができる。 

コミュ英Ⅰ 

リスニング

テスト 

定期考査 

挿絵や写真のあ

る簡単な１～３

文程度の情景描

写を理解でき、

バースデーカー

ドなどのメッセ

ージの内容を読

み取ることがで

きる。 

日常生活で使わ

れる非常に短い

簡単な指示（「飲

食禁止」など）

やレストランな

どのメニューを

理解することが

できる。 

コミュ英Ⅰ 

定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

積極的に言語活動を行い、コミュ

ニケーションを図ろうとしている

かを的確に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標を

的確に評価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標を

的確に評価できる方法で実施。 

背景にある文化などを理解してい

るかどうかを的確に評価できる方

法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

オリエンテ

ーション 

 

 (１時間) 

オリエンテ
ーション 
 
授業の準備
物、評価方
法、授業の
進め方など
の説明 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

授業の準備物・評価
方法・授業の取り組
み方について理解す
る。 

説明を聞きながら理
解し、ワークシート
を埋めていく。 

授業の準備物・評
価方法・授業の取
り組み方について
理解している。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語表現の能力」 

(本単元では設定し
ない) 

(本単元では設定しな
い) 

(本単元では設定し
ない) 

 

「外国語理解の能力」 

(本単元では設定し
ない) 

(本単元では設定しな
い) 

(本単元では設定し
ない) 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

(本単元では設定し
ない) 

(本単元では設定しな
い) 

(本単元では設定し
ない) 

 

Comet 

Warm up 

 

 

 

 

(10時間) 

 
・ヘボン式
ローマ字 
・辞書と友
だちになろ
う、品詞を
知ろう 
・英文のし
くみを知ろ
う 
・動詞の２
つの種類を
覚えよう 
・自己紹介
をしよう 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語に興味・関心を
もつ。 

ワークシートを埋め
ながら、繰り返し練
習する。 

ワークシートを丁
寧に埋められてい
る。 

意欲的に取り組め
ているか観察す
る。 

「外国語表現の能力」 

・アルファベット、
語彙を正しく発音
し、書く。 

・英語で簡単な自己
紹介をする。 

・正しく発音をし、
繰り返し書いて練習
する。 

・英語で自分のこと
を伝える。 

・アルファベッ
ト・語彙を正しく
発音し、書くこと
ができる。 

・英語で自己紹介
ができる。 

授業で、個々に発
音・発表させて確
認する。 

「外国語理解の能力」 

英文の仕組みを知る 日本語の主語・動詞
を確認後に、英語の
主語・動詞・目的語
を確認し、語順を理
解する。 

英語の語順を理解
している。 

定期テストにおい
て、身に付いてい
るか判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

動詞の２つの種類 

be 動詞／一般動詞
を理解し、使い分け
る。 

be 動詞、一般動詞の
意味や用法を確認す
る。 

be 動詞、一般動詞
の意味を理解して
使い分けられる。 

定期テストにおい
て知識が身につい
ているかを判断す
る。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 11時間) 

Why Do 
You Study 
English 
 
クラスのみ
んなが英語
を勉強する
理由につい
てのアンケ
ートに答え
ています。
あなたなら
なんと答え
ますか。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

事物に関する紹介や対

話などを聞いて、情報

や考えなどを理解した

り、概要や要点をとら

えたりする。 

事物に関する説明や対話

を聞いて設問に答える活

動・対話を聞いて要点を

表にまとめる活動 

英語を学ぶ必要性に

ついて関心を持ち、

積極的に自分の意見

を発言しようとした

り聞こうとしたりし

ている。 

ペア・ワークなどの

コミュニケーション

活動に積極的に参加

しようとしている。 

「外国語表現の能力」 

「聞き返す表現」を
用いて、場面に合っ
たやり取りをするこ
とができる。 

現在形・過去形を用
いて、正しい文を書
くことができる。 

本文の内容に関連
して、自分の意見
を簡潔に話す/書く
ことができる。 

本文の内容を簡潔に

まとめて話すことが

できる。 

「外国語理解の能力」 

本文中の代名詞が指
す内容や注意すべき
意味について理解で
きる。 

本文に出てくる生徒
たちが挙げている
「英語を学ぶ理由」
について理解でき
る。 

現在形・過去形の
用法を理解したう
えで，1 文を完成
させる。 

be 動詞・一般動
詞・否定文・疑問
文について理解し
ている。 

「言語や文化についての知識・理解」 

現在形・過去形の用
法を理解している。 

New words の語句の
意味を確認しなが
ら，英語で発音す
る。 

日常生活で見聞き
する英語表現につ
いて、その意味や
役割を知ってい
る。 

国際関係の中で英
語が意思疎通のた
めの共通語の働き
をしていることが
多いことを知って
いる。 

Lesson ２ 

( 11時間) 

Washoku: 
Our 
Traditional 
food 
 
2013 年、和
食はユネス
コの無形文
化遺産に登
録されまし
た。クラス
メートのハ
ルカがイン
ターネット
で海外の読
者に和食の
魅力を発信
します。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

和食に関する本文を
読み、和食が世界か
ら評価されているこ
とや和食の主な特徴
を理解する。 

「人を誘う表現」を
用いて、場面に合っ
たやり取りをする。 

本文の内容を簡潔
にまとめて話すこ
とができる。 

ペア・ワークなどの

コミュニケーション

活動に積極的に参加

しようとしている。 

「外国語表現の能力」 

本文の内容に関連し
て、自分の意見を簡
潔に話す/書くことが
できる。 

助動詞
（can/may/must）の
基本的な用法を用い
て正しい文を書くこ
とができる。 

本文の内容を簡潔
にまとめて話すこ
とができる。 

「人を誘う表現」と

して，Why don’t 

we ～? を用いて，場

面に合ったやり取り

をすることができ

る。 

「外国語理解の能力」 

本文中の代名詞が指
す内容や注意すべき
意味について理解で
きる。 

和食が世界から評価
されていることや和
食の主な特徴につい
て理解できる。 

ターゲットとなる
文法事項や表現に
ついて理解し、実
際の使用により身
につける。 

本文を読んでその
内容を正しく理解
したうえで、本文
に関連して自分の
考えを英語で話
す。 

「言語や文化についての知識・理解」 

日本や海外の食文化
についての知識があ
る。 

本単元で扱う話題に
ついて興味をもち、
学習する意欲を高め
る。 

発音のヒントの解
説を踏まえて Let's 

Chant! の英文が正
しく読まれるのを
聞き、発音やイン
トネーションに注
意しながら英文を
読む。 

本文の音声を聞
き、それをモデル
として音読練習を
する。（コーラス・
リーディング、ペ
ア・リーディング
等） 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

( 13時間) 

 

  

What 
should I 
Do? 
 
あなたは悩
み事がある
とき誰に相
談 し ま す
か。リョウ
タは悩み相
談サイトの
カウンセラ
ー  トニー
に相談のメ
ールを送り
ました。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

男子生徒の悩みの内
容に関心を持ち、彼
の気持ちや彼へのア
ドバイスについて積
極的に発言しようと
したり聞こうとした
りしている。 

ペア・ワークなどの
コミュニケーション
活動に積極的に参加
しようとしている。 

New Words や脚注
を用いて、単語・
連語等の意味や発
音を確認する。 

Points to Check を
用いて、本文中の
代名詞が指す内容
や注意すべき意味
を確認する。 

「外国語表現の能力」 

発音と文のリズムに
注意して英文を読む
ことができる。 

本文の内容に関連し
て、自分の意見を簡
潔に話す/書くことが
できる。 

本文の内容を簡潔
にまとめて話すこ
とができる。 

進行形（be 動詞＋
動詞の～ing 形）
を用いて、正しい
文を書くことがで
きる。 

「外国語理解の能力」 

本文中の代名詞が指
す内容や注意すべき
意味について理解で
きる。 

Ryota の悩みの内容
について理解でき
る。 

Comprehension を
用いて、本文の要
点を確認する 

What Do You Think? 

を用いて、Ryota の

気持ちや彼に対する

アドバイスについて

の意見を聞き、自分

の意見やアドバイス

について簡単な英語

で話す。 

「言語や文化についての知識・理解」 

進行形（be 動詞＋
動詞の～ing 形）の
用法を理解してい
る。 

悩みや問題を抱えた
ときにどのような方
法・言い方で人にア
ドバイスを求めたら
よいかについて知っ
ている。 

家族や友人のこと
ばや態度がどれだ
け人を励ました
り、傷つけたりす
るか知っている。 

ペア・ワークによ
って Useful 

Expression の表現
を定着させる。 

Lesson ４ 

( 13時間) 

 

 

My School, 
Your School 
 
タケルとユ
キが海外の
高校生とネ
ット通信の
テレビ電話
で話してい
ます。海外
の学校とあ
なたの学校
ではどこが
違 い ま す
か。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ニュージーランドと
ペルーの学校に関す
る本文を読み、日本
の学校との違いにつ
いて理解する。 

不定詞（to＋動詞の
原形）の名詞用法/形
容詞用法/副詞用法に
ついて理解したうえ
で、1 文を完成させ
る。 

「許可を求める表
現」を用いて、場
面に合ったやり取
りをする。 

タイトルや扉の写
真から推測される
本文の内容につい
て、教師と生徒が
簡単な英語でやり
取りする。 

「外国語表現の能力」 

発音と文のリズムに
注意して英文を読む
ことができる。 

本文の内容を簡潔に
まとめて話すことが
できる。 

本文の内容に関連
して、自分の意見
を簡潔に話す/書く
ことができる。 

不定詞（to＋動詞
の原形）の名詞用
法/形容詞用法/副詞
用法を用いて、正
しい文を書くこと
ができる。 

「外国語理解の能力」 

本文中の代名詞が指
す内容や注意すべき
意味について理解で
きる。 

【Part 1】エミリー
(ニュージーランド)の
高校の休み時間の特
徴について理解でき
る。 

【Part 2】アルベ
ルト(ペルー)の高校
と日本の高校の始
業時間や校舎の使
い方の違いについ
て理解できる。 

「許可を求める表
現」を用いて、場
面に合ったやり取
りをすることがで
きる。 

「言語や文化についての知識・理解」 

不定詞（to＋動詞の
原形）の名詞用法/形
容詞用法/副詞用法を
理解している。 

外国の学校と日本の
学校で同じ点や異な
る点について知って
いる。 

自分の属する文化
と他の文化に優劣
はなく、各々の文
化を尊重し合うべ
きであることを知
っている。 

ペア・ワークなど
のコミュニケーシ
ョン活動に積極的
に参加しようとし
ている。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

( 13時間) 

 

  

Peace, The 
Polar bear 
 
ピースは日
本で初めて
人工哺育に
成功したシ
ロ ク マ で
す。親代わ
りとなった
高 市 さ ん
は、どのよ
うな苦労を
してピース
を育てたの
で し ょ う
か。 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

日本初の人工哺育に
成功したシロクマピ
ースに関する本文を
読み、ピースを育て
た飼育員高市さんの
挑戦や苦労について
理解する。 

動名詞（動詞＋～
ing）の基本的な用法
について理解したう
えで、1 文を完成させ
る。 

「依頼する表現」
を用いて、場面に
合ったやり取りを
する。 

ペア・ワークなど
のコミュニケーシ
ョン活動に積極的
に参加しようとし
ている。 

「外国語表現の能力」 

発音と文のリズムに
注意して英文を読む
ことができる。 

本文の内容を簡潔に
まとめて話すことが
できる。 

本文の内容に関連
して、自分の意見
を簡潔に話す/書く
ことができる。 

ペア・ワークなどの

コミュニケーション

活動に積極的に参加

しようとしている。 

「外国語理解の能力」 

本文中の代名詞が指
す内容や注意すべき
意味について理解で
きる。 

【Part 1】高市さん
がピースを哺育する
ことになった理由や
ピースを哺育する高
市さんの苦労につい
て理解できる。 

【Part 2】高市さ
んがピースを自宅
に連れて帰らなく
なった理由や現在
のピースの状態に
ついて理解でき
る。 

動名詞（動詞＋～

ing）の基本的な用法

を用いて、正しい文

を書くことができ

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

動名詞（動詞＋～
ing）の基本的な用
法を理解している。 

ピース以外にシロク
マを人工哺育した例
について知ってい
る。 

動物と人間が共存
できる自然環境を
守ることの大切さ
を知っている。 

本文の音声を聞
き、それをモデル
として音読練習を
する。（コーラス・
リーディング，ペ
ア・リーディング
等） 

 

 

 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

    

「外国語表現の能力」 

 

 

 

 

 

   

「外国語理解の能力」 

    

「言語や文化についての知識・理解」 

    


